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本セッションでは、⽣成AIをセキュリティの観点で俯瞰し、科学技
術・産業・倫理・法学等のさまざまな研究者/専⾨家の⾒解を共有する
とともに、セキュリティ技術により様々な世代が安⼼して利⽤できる
知の道具としての AI の可能性についての議論を⾏います。
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ELSIの観点からのディジタル社会の安全と
安⼼を⾏政とAIの関係から考える

ELSIの観点からのデジタル社会の安全と安⼼を
セキュリティ研究倫理の実践を通して考える

ELSIの観点からディジタル社会の安全と安⼼を
法律実務の⽴場から考える
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がある。 ⾏政法・情報法の観点から、情報公開や個⼈情報保護の法制度、AI法に関する⽴法政策、ド
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